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 広島市でも、新型コロナウイルスによる感染者

が増え、市民の間に不安が広がっています。 

 日本共産党市議団は４月９日までに広島市長に

３回の緊急申し入れを行い、コロナ災害ともいう

べき事態のなか、市民のいのちと暮らしを守る取

り組みの強化を求めました。 
 

  ●政府の臨時休校で混乱 
 

 2月28日、政府の全国一斉の学校臨

時休校要請を受けて、「濃厚接触を避

けるため、体育館を開放して、子どもの居場所と

するように」など求めました。 
 

 ３月４日の

申し入れでは、

イベント自粛や

観光客の激減な

どにより「中小

業者に及ぶ影響

について実態把

握を行うこと」

「医療現場や放

課後等デイサービスなどで衛生資材が不足しない

ようにすること」「家庭で過ごす子どもたちのス

トレス解消にむけ、運動場や公園の利用できるよ

うにすること」を求めました。 

   ●中小企業、事業者が悲鳴 
 

 日本共産党市議団は、３月２４，２５日に中小

企業団体、観光ガイドの事業者、障がい者の作業

所、原爆特養など、各種団体や事業者を訪問し、

新型コロナの感染予防や行事の自粛などでの問題

の聞き取り調査を行いました。４月９日は、広島

交響楽団からも要望をお聞きしました。 

 

 中小企業の団体からは、豪雨災害・消費税増税

に加え、コロナ問題でトリプルパンチを受けてい

るとの実態が示され、災害時と同様に、税金の猶

予や国民健康保険料の免除を求める声が寄せられ

ました。 

 また、障がい者の作業所では、フラワーフェス

ティバルなどイベントの中止で利用者の工賃収入

が激減していることを心配されていました。 

 高齢者施設では、入所者が感染すると重症にな

るためにマスクや消毒薬の確保をして

ほしいとの切実な

声がありました。 
 

 ４月9日に、実

態調査をもとに３

回目（２７項目）

の申し入れを行い

ました。 

主
な
申
し
入
れ
内
容 

【
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
】 

●
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
子
ど
も

た
ち
が
過
ご
す
環
境
が
「
密
」
に
な
ら
な
い
よ

う
、
適
切
な
環
境
と
人
員
を
確
保
し
、
感
染
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

【
く
ら
し
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
】 

●
広
島
市
内
の
事
業
所
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
事
業
所
の
規
模
に
拘
わ

ら
ず
、
市
内
の
事
業
所
の
実
態
調
査
を
早
急
に

行
う
こ
と
。 

 

●
自
粛
要
請
で
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
は
仕
事

を
奪
わ
れ
収
入
を
断
た
れ
て
い
る
。
政
府
が
予

定
し
て
い
る
一
時
金
の
給
付
だ
け
で
は
す
ぐ
に

行
き
詰
ま
る
。
実
態
に
応
じ
た
、
損
失
補
償
や

所
得
補
償
に
な
る
よ
う
政
府
に
対
し
て
、
必
要

な
補
償
措
置
を
要
請
す
る
こ
と
。 

 

【
障
が
い
者
や
高
齢
者
を
守
る
た
め
に
】 

●
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
防

護
服
や
ゴ
ー
グ
ル
、
使
い
捨
て
手
袋
な
ど
、
必

要
な
資
材
を
す
べ
て
の
介
護
施
設
や
障
が
い
者

施
設
に
配
布
し
て
お
く
こ
と
。 

 

【
医
療
体
制
な
ど
に
つ
い
て
】 

●
感
染
拡
大
に
備
え
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制

を
拡
大
す
る
こ
と
。
も
っ
と
短
時
間
で
結
果
が

出
る
検
査
キ
ッ
ト
の
導
入
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

●
公
共
施
設
・
民
間
宿
泊
所
な
ど
に
軽
症
者
の

療
養
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

●
医
療
機
関
に
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
資
材
が
優

先
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
責
任
を
持
つ
こ
と
。 



 

 ●感染が疑われる場合 
 

 市健康推進課   ５０４－２６２２ 

 中区保健センター  ５０４－２５２８ 
 東区保健センター   ５６８－７７２９  
 南区保健センター  ２５０－４１０８  
 西区保健センター  ２９４－６２３５  
 安佐南区保健センター ８３１－４９４２  
 安佐北区保健センター ８１９－０５８６  
 安芸区保健センター  ８２１－２８０９  
 佐伯区保健センター  ９４３－９７３１  
             

●休業や失業で収入が減少した場合 
 

 緊急の個人向け生活資金の貸し付け制度 

   （生活福祉資金・無利子無保証人） 

・新型コロナの感染症の影響を受け、休業

による収入減で一時的な資金が必要な方へ

の緊急貸付  →２０万円以内 

 

・失業などにより生活が困窮し、日常生活

の維持が困難となっている世帯に対して、

生活の立て直しのための資金を貸し付け  

→月２０万円（単身者１５万円）以内・３か月

以内 
 

 申し込み先  
 

中区社会福祉協議会  ２４９－３１１４ 

東区社会福祉協議会  ２６３－８４４３ 

南区社会福祉協議会  ２５１－０５２５ 

西区社会福祉協議会  ２９４－０１０４ 

安佐南区社会福祉協議会 ８３１－５０１１ 

安佐北区社会福祉協議会 ８１４－０８１１ 

安芸区社会福祉協議会  ８２１－２５０１ 

佐伯区社会福祉協議会  ９２１－３１１３ 

  
 

●仕事がなく自宅待機や解雇された場合 
＊内定であっても雇用契約が成立している

ため、社員と同じで正当な理由がない限り

無効です。 

広島労働局   ２２１－９２９６ 

県労連相談センター ２６２－２０９９ 

 

●臨時休校で子どものために 

 従業員を休ませた企業 

又は仕事を休んだフリーランス 
 

 申請 3/18～6/30 
・学校休業助成金 

 従業員を休ませた企業に 

        日額上限８３３０円 
 

・学校休業支援金 

 委託契約を受けている個人事業者 
             （フリーランス） 

       日額上限４１００円 
 

 支援金相談コールセンター 

        0120-60-3999 
 

 

●仕事がなく従業員に休んでもらった 
 

雇用調整助成金（特例）で、休業手当や 

負担額の４/５（中小企業）２/３（大企業）を

助成（解雇等を行わない場合は９/１０（中

小企業）、３/４（大企業）） 

 期間 ４/１～６/３０ 

 広島労働局 ５０２－７８３２ 

 
 

●仕事がなく資金繰りができない 
 

融資の相談  

 広島市   ５０４－２２４１ 

 広島県   ５１３－３３２１ 

 日本政策金融公庫 

        ２４４－２２３１ 
 
 

 

 ４月１３日現在で使用できる制度や相談窓口をご紹介します。 


